第952回生物科学セミナー
（第372回 Zoological Conference）
日時：　5月29日（水）　16:40-18:10
演者：　岡村　裕昭　ユニット長
　　　農業生物資源研究所・動物生産生理研究ユニット
演題:　 雌を誘う甘い囁き、フェロモン　ーその中枢機序を解き明かすー
フェロモンは動物自身が作り出す化学物質であり、同種の動物に作用して情動を駆り立て、内分泌の制御系を動かし、社会的な営みを円滑にする。多くの哺乳動物（おそらくヒトも含め）で、母子間の絆の形成や縄張り争いなど様々な局面でフェロモンによるケミカルコミュニケーションが行われているが、とりわけ雄と雌との間の微妙な駆け引きの場で果たすフェロモンの役割は重要である。ヤギやヒツジで知られる雄効果はその代表的な例であり、雄が発するフェロモンを雌が受容すると、その強力な向中枢作用が引き金となって排卵に向けての一連のカスケードが動き始める。交尾のチャンスを増やすための、雄の巧みな繁殖戦略と言えよう。これまで、産業的見地から、また、学術的な興味からその中枢作用メカニズムには大きな関心が寄せられていたが、雄効果フェロモンの中枢内における具体的な作用部位がわからず、メカニズム解明に向けた研究は遅々としたものにすぎなかった。しかし、近年発見されたキスペプチン神経系（第940回生物科学セミナー）を中心に置いて雄効果を見直してみると、フェロモンの中枢作用機序が、他の哺乳類フェロモンに先駆け、具体的な神経回路と分子で語ることができるようになってきた。ヤギをモデルとした我々の研究グループの結果を中心にご紹介したい。
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